
日
本
人
、
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

　
　
前
原
佐
智
子
・
全
国
明
社
事
務
局
員

　
３
月
Ｈ
日
、
私
も
帰
宅
難
民
の
Ｉ
人
と

な
り
深
夜
の
青
梅
街
道
を
歩
い
て
い
ま
し

た
。
　
家
に
一
人
で
い
る
高
齢
の
母
と
全
く
連

絡
が
取
れ
ず
、
良
か
ら
ぬ
想
像
に
パ
ク
パ

ク
す
る
心
臓
を
な
だ
め
な
が
ら
、
と
に
か

く
家
に
帰
ら
な
く
て
は
口
‥
と
新
宿
ま
で

行
っ
た
も
の
の
、
ど
う
に
も
身
動
き
が
取

れ
な
い
状
態
の
中
、
じ
り
じ
り
し
な
が
ら

数
時
間
を
過
ご
し
た
後
、
や
っ
と
夜
の
９

時
過
ぎ
に
母
の
無
事
が
確
認
で
き
た
の

で
、
帰
宅
を
諦
め
て
全
国
明
社
の
事
務
所

に
戻
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
運
行
を
再
開
し
た
地
下
鉄
は
恐
ろ
し

い
ほ
ど
の
大
混
雑
で
、
と
て
も
乗
れ
る
状

態
で
は
な
く
新
宿
か
ら
新
中
野
ま
で
徒

歩
で
戻
る
こ
と
を
決
断
、
青
梅
街
道
を
歩

き
始
め
ま
し
た
。

　
途
中
、
地
図
を
広
げ
て
困
惑
し
て
い
る

外
国
人
観
光
客
に
、
片
言
の
英
語
で
一
生

懸
命
に
道
案
内
し
て
い
る
い
ま
ど
き
の
若

い
カ
ッ
プ
ル
。
不
安
そ
う
に
道
を
尋
ね
る

人
に
「
同
じ
方
向
に
行
き
ま
す
か
ら
ご
一
緒

し
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
る
男
性
。

　
そ
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
り
□
で
「
ト

イ
レ
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
手
書
き
の
ボ
ー

ド
を
胸
に
抱
え
、
寒
さ
に
足
踏
み
し
な
が

ら
、
笑
顔
で
立
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
と
二

人
の
子
供
た
ち
・
…

行
動
す
る
な
か
で
、

自
ず
と
役
割
が
見
え
て
き
て
、

分
担
の
責
任
も
発
生
す
る

　
　
　
　
　
片
桐
俊
晴
・
全
国
明
社
理
事

　
３
月
1
3
口
午
前
８
時
、
先
発
隊
で
新

潟
入
り
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
と
合

流
し
、
新
潟
日
赤
に
移
動
。
医
療
援
助

緊
急
車
輛
の
通
行
証
明
書
を
発
行
し
て

も
ら
う
た
め
交
渉
。
１
時
間
半
後
、
よ

う
や
く
許
可
書
を
持
っ
て
新
潟
県
警
に
。

4
0
分
後
、
緊
急
車
輛
の
証
明
ス
テ
ッ
カ
ー

を
い
た
だ
く
。

　
午
後
３
時
、
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ヘ
。
貸

切
状
態
の
磐
越
自
動
車
道
、
郡
山
ジ
ャ
ン

匹召 兌占 % ♂ 占 ♂ 心

３
・
Ｈ
東
日
本
大
震
災
発
生
。

３
・
1
2
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
緊
急
告
知

　
　
　
①
各
地
の
被
害
状
況

　
　
　
】
②
各
地
低
所
社
の
緊
急
支
援
碓
取
り
組
み
’

　
　
　
③
被
災
地
と
し
て
応
援
じ
て
砥
し
い
こ
と
。

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ム
ダ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
か
ら
医
師
３
人
、

　
　
　
看
護
師
４
人
を
仙
台
市
ま
で
輸
送
の
協
力
要
請
。

３
・
口
片
桐
俊
晴
理
事
が
新
潟
空
港
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
７

　
　
　
人
を
ワ
ゴ
ン
車
で
仙
台
市
に
輸
送
。

３
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
）
か
ら
仙
台
市
で
の

　
　
　
炊
き
出
し
用
食
材
（
缶
詰
、
野
菜
）
と
ロ
ー
ソ
ク
の

　
　
　
協
力
要
請
。

３
・
1
6
新
潟
県
呵
責
野
市
の
片
桐
理
事
自
宅
倉
庫
に
支

　
　
　
援
物
資
を
集
積
し
、
仙
台
市
へ
の
搬
入
を
決
定
。

　
　
　
全
国
明
社
か
ら
新
潟
県
明
社
・
武
藤
幹
事
務
局
長

　
　
　
に
食
材
提
供
の
緊
急
要
請
。
武
藤
事
務
局
長
が

　
　
　
新
潟
県
下
1
0
ブ
ロ
ッ
ク
明
社
に
緊
急
支
援
を
要
請
。

　
　
　
株
式
会
社
佼
成
出
版
社
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
５
６
０
本

　
　
　
の
支
援
。
新
潟
県
明
社
・
武
藤
事
務
局
長
か
ら

　
　
　
ロ
ー
ソ
ク
５
０
０
本
の
支
援
。

３
・
1
8
Ｊ
Ｅ
Ｎ
か
ら
「
諸
般
の
事
情
で
一
時
撤
退
。
再
度
、

　
　
　
支
援
場
所
の
連
絡
を
す
る
」
旨
の
通
達
。

３
・
2
2
Ｊ
Ｅ
Ｎ
か
ら
「
仙
台
市
に
は
物
資
が
足
り
て
い
る
の

　
　
　
で
石
巻
市
に
調
査
に
入
る
」
と
の
連
絡
。

　
　
　
三
役
会
議
（
棋
ひ
さ
恵
理
事
長
、
福
永
正
三
副
理

　
　
　
事
長
、
沼
田
房
雄
常
務
理
事
）
を
開
催
。
以
下
の

　
　
　
取
り
組
み
を
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
（
３
／
2
4
付
）

　
　
　
で
告
知
。
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ク
シ
ョ
ン
か
ら
東
北
自
動
車
道
で
一
路
仙

台
市
へ
。
車
中
、
菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理

事
長
に
具
体
的
な
対
応
を
間
く
と
、
「
こ

ん
な
状
況
を
誰
が
想
像
で
き
ま
す
か
。

私
た
ち
に
は
計
画
は
な
い
ん
で
す
。
と
に

か
く
、
現
場
に
飛
び
込
む
ん
で
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
考
え
、
具
体
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
の
で
す
。
熱
意
と
情
熱
、
そ

れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
す
。
マ
イ

ナ
ス
×
マ
イ
ナ
ス
＝
プ
ラ
ス
で
し
ょ
う
」
。

　
行
動
す
る
な
か
で
、
自
ず
と
役
割
が
見

え
て
き
て
、
分
担
の
責
任
も
発
生
す
る
。

そ
れ
ら
が
円
滑
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

普
段
の
人
間
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く

る
。
急
な
頼
み
ご
と
の
連
続
だ
か
ら
だ
。

予
定
と
い
う
言
葉
は
な
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
Ｌ
ン
、
３
／
1
5
「
後
方
支
援
レ

ポ
ー
ト
」
よ
り
）

石巻市災害ボランティアセンターに物資を届ける片桐理事(3/24)

市
民
に
ア
タ
ッ
ク
を
す
れ
ば
、

開
け
る
道
は
果
て
し
な
い

　
　
　
武
藤
幹
・
新
潟
県
明
社
事
務
局
長

　
昨
日
（
３
月
1
5
日
）
、
蝋
燭
４
４
０
本

獲
得
で
き
そ
う
だ
と
報
告
し
ま
し
た
が
、

交
沙
中
の
蝋
燭
店
に
行
く
と
、
昨
日
よ
り

も
多
い
５
０
０
本
余
が
用
意
し
て
あ
り

ま
し
た
。

　
蝋
燭
屋
の
社
長
夫
人
曰
く
、
「
昨
日
の

あ
な
た
の
電
話
交
渉
で
目
が
醒
め
ま
し

た
。
急
い
で
倉
庫
を
見
ま
し
た
ら
、
数
年

間
も
販
売
で
き
ず
に
倉
庫
に
し
ま
っ
て
置

い
た
蝋
燭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
箱

は
少
し
埃
で
綺
麗
で
は
な
い
け
れ
ど
、
灯

す
に
は
何
ら
差
支
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ら
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
喜
ん
で
無
償
で
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

三重･安濃明社）(4/23、に便りを入れる支援物資

　
市
民
に
ア
タ
ッ
ク
を
す
れ
ば
、
開
け
る

道
は
果
て
し
な
い
こ
と
の
実
例
に
な
る
か

と
思
い
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
早
速
、

他
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
共
に
、
2
0
日
に

片
桐
氏
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
行
き
ま
す
。

「
お
父
さ
ん
も
せ
っ
か
く

明
社
運
動
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」

全
国
の
皆
様
と
息
子
に
背
中
を
押
さ
れ
て
Ｉ
。

　
　
萩
谷
岩
央
・
宮
城
県
明
社
事
務
局
長

　
石
巻
明
社
の
斎
藤
会
長
宅
に
物
資
を

届
け
た
帰
路
、
車
窓
か
ら
津
波
被
害
の

激
し
か
っ
た
地
域
を
見
て
い
た
息
子
が

「
お
父
さ
ん
も
せ
っ
か
く
明
社
運
動
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
被
災
し
た
人

の
た
め
に
何
か
や
ら
な
い
と
」
。
痛
い
一
言

に
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
日
で
し
た
。
全
国
明
社
の
前

原
さ
ん
に
全
国
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
の
声

が
届
い
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
は
。

早
速
、
斎
藤
会
長
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

「
せ
め
て
体
を
拭
い
た
あ
と
、
綺
麗
な
下

着
に
着
替
え
さ
せ
て
や
り
た
い
」
と
の
ご

要
望
を
聞
き
、
全
国
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
下
着
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
牡
鹿
半
島
の
小
さ
な
魚
村
ま
で
、
足
を

運
び
届
け
て
い
た
だ
い
た
斎
藤
会
長
の
ご

尽
力
と
、
品
目
や
セ
ッ
ト
方
法
で
女
性
な

ら
で
は
の
お
心
配
り
を
い
た
だ
い
た
松
原

　
　
　
原
良
次
事
務
局
次
長
、
竹
嶋
克
之
事
務
局
員
を

　
　
　
片
桐
理
事
宅
に
派
遣
。
Ｊ
Ｅ
Ｎ
か
ら
石
巻
市
の
山

　
　
　
下
小
学
校
で
炊
き
出
し
を
行
う
旨
の
違
格
。

３
・
2
3
片
桐
理
事
宅
で
支
援
物
資
（
４
ト
ン
）
の
荷
積
み
を

　
　
　
行
い
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
と
搬

　
　
　
入
時
間
の
調
整
。

３
ム
支
援
物
資
を
山
下
小

　
　
　
学
校
へ
搬
入
。
炊
き

　
　
　
出
し
に
必
要
な
食
材

　
　
　
を
搬
入
。
残
り
の
物

　
　
　
資
は
石
巻
市
災
害
ボ

　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
と
自
衛
隊
の
支
援
物

　
　
　
資
倉
庫
に
。

３
・
3
0
前
原
佐
智
子
事
務
局
員
が
宮
城
県
明
社
・
萩
谷
岩

　
　
　
央
事
務
局
長
に
電
話
。
石
巻
明
社
に
下
着
類
の
支

　
　
　
援
を
要
請
さ
れ
る
。

　
　
　
概
理
事
長
の
決
裁
で
、
石
巻
明
社
に
対
す
る
全
面

　
　
　
支
援
を
決
定
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
　
　
で
告
知
。

３
・
芒
二
重
県
明
社
下
着
男

　
　
　
女
6
0
綴
、
国
立
明
社

　
　
　
下
着
3
0
セ
ッ
ト
、
狭
山

　
　
　
明
社
下
着
男
女
児
童

　
　
　
Ｏ
セ
ッ
ト
、
市
＝
・
甫

　
　
　
６
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｎ
７

　
　
　
安
明
社
下
着
男
女

　
　
　
４
０
０
セ
ッ
ト
の
計

　
　
　
５
５
０
セ
ッ
ト
が
発
送
。

　
　
　
以
後
、
各
地
か
ら
下

　
　
　
着
類
を
発
送
。
＊
「
支
援
物
資
一
覧
」
参
照
。

４
・
７
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の
た
め
に

　
　
　
結
成
さ
れ
た
、
全
国
の
災
害
支
援
関
係
の

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
民
間
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
『
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
）
」
に
会
員
登
録
（
５
／
3
0
現
在
５
２
６

　
　
　
団
体
）
。
以
後
、
「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

　
　
　
と
各
省
庁
と
の
定
例
連
絡
会
議
」
等
に
竹
嶋
事
務

　
　
局
員
を
派
遣
。

４
・
1
0
小
林
康
哲
事
務
局
長
、

　
　
原
事
務
局
次
長
、
竹

　
　
嶋
事
務
局
員
を
仙
台

　
　
市
に
派
遣
。
萩
谷
・

　
　
宮
城
県
明
社
事
務
局

　
　
長
と
今
後
の
対
応
を

　
　
検
討
。

３　は一とふる2011夏
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